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(54)【発明の名称】 液晶表示装置及びそのドライバ

(57)【要約】
【課題】  クロストーク及び／又はＥＭＩによる悪影響
を防止するための液晶表示装置を提供することを課題と
する。
【解決手段】  ゲート、ソース及びドレインを含む複数
のトランジスタを有するトランジスタ基板（１０１）
と、共通電極を含み、液晶を介して前記トランジスタ基
板に対向して設けられる共通基板（１０２）と、複数の
トランジスタのゲートを駆動するためのゲートドライバ
（１０４）と、複数のソースドライバユニット（１０７
ａ～１０７ｚ）がカスケード接続され、複数のトランジ
スタのソースを駆動するためのソースドライバとを有す
る液晶表示装置が提供される。各ソースドライバユニッ
トは、クロック信号に同期して動作するフリップフロッ
プと、そのクロック信号を反転させて次段のソースドラ
イバユニットに出力するためのインバータとを有する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  ゲート、ソース及びドレインを含む複数
のトランジスタを有するトランジスタ基板と、
共通電極を含み、液晶を介して前記トランジスタ基板に
対向して設けられる共通基板と、
前記複数のトランジスタのゲートを駆動するためのゲー
トドライバと、
複数のソースドライバユニットがカスケード接続され、
前記複数のトランジスタのソースを駆動するためのソー
スドライバとを有し、
前記各ソースドライバユニットは、
前段のソースドライバユニット又は外部から入力される
クロック信号の線がクロック端子に接続され、前段のソ
ースドライバユニット又は外部から入力される入力信号
の線が入力端子に接続され、次段のソースドライバユニ
ット又は外部に出力信号を出力するための線が出力端子
に接続されるフリップフロップと、
前記前段のソースドライバユニット又は外部から入力さ
れるクロック信号の線が入力端子に接続され、次段のソ
ースドライバユニット又は外部にクロック信号を出力す
るための線が出力端子に接続されるインバータと、
前記前段のソースドライバユニット又は外部から入力さ
れる入力信号に応じて、前記トランジスタ基板のトラン
ジスタのソースに信号を出力するための出力回路とを有
する液晶表示装置。
【請求項２】  さらに、前記フリップフロップの出力端
子が入力端子に接続され、次段のソースドライバユニッ
ト又は外部に出力信号を出力するための線が出力端子に
接続される遅延時間調整のためのバッファを有する請求
項１記載の液晶表示装置。
【請求項３】  さらに、前記インバータが出力する反転
クロック信号を次段のソースドライバユニット又は外部
に出力するための第１の出力線と、
前記前段のソースドライバユニット又は外部から入力す
るクロック信号の非反転クロック信号を次段のソースド
ライバユニット又は外部に出力するための第２の出力線
とを有し、
前記フリップフロップは、前段のソースドライバユニッ
トの第１の出力線又は外部から入力されるクロック信号
の線がクロック端子に接続される請求項１記載の液晶表
示装置。
【請求項４】  複数のドライバユニットがカスケード接
続される液晶表示装置のドライバであって、
前記各ドライバユニットは、
前段のドライバユニット又は外部から入力されるクロッ
ク信号の線がクロック端子に接続され、前段のドライバ
ユニット又は外部から入力される入力信号の線が入力端
子に接続され、次段のドライバユニット又は外部に出力
信号を出力するための線が出力端子に接続されるフリッ
プフロップと、
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前記前段のドライバユニット又は外部から入力されるク
ロック信号の線が入力端子に接続され、次段のドライバ
ユニット又は外部にクロック信号を出力するための線が
出力端子に接続されるインバータと、
前記前段のドライバユニット又は外部から入力される入
力信号に応じて、液晶表示装置の駆動素子に信号を出力
するための出力回路とを有する液晶表示装置のドライ
バ。
【請求項５】  さらに、前記フリップフロップの出力端
子が入力端子に接続され、次段のドライバユニット又は
外部に出力信号を出力するための線が出力端子に接続さ
れる遅延時間調整のためのバッファを有する請求項４記
載の液晶表示装置のドライバ。
【請求項６】  さらに、前記インバータが出力する反転
クロック信号を次段のドライバユニット又は外部に出力
するための第１の出力線と、
前記前段のドライバユニット又は外部から入力するクロ
ック信号の非反転クロック信号を次段のドライバユニッ
ト又は外部に出力するための第２の出力線とを有し、
前記フリップフロップは、前段のドライバユニットの第
１の出力線又は外部から入力されるクロック信号の線が
クロック端子に接続される請求項４記載の液晶表示装置
のドライバ。
【請求項７】  ゲート、ソース及びドレインを含む複数
のトランジスタを有するトランジスタ基板と、
共通電極を含み、液晶を介して前記トランジスタ基板に
対向して設けられる共通基板と、
前記複数のトランジスタのゲートを駆動するためのゲー
トドライバと、
複数のソースドライバユニットがカスケード接続され、
前記複数のトランジスタのソースを駆動するためのソー
スドライバとを有し、
前記各ソースドライバユニットは、
前記前段のソースドライバユニット又は外部から入力さ
れるクロック信号の線が入力端子に接続され、次段のソ
ースドライバユニット又は外部にクロック信号を出力す
るための線が出力端子に接続されるインバータと、
前記インバータの出力端子がクロック端子に接続され、
前段のソースドライバユニット又は外部から入力される
入力信号の線が入力端子に接続され、次段のソースドラ
イバユニット又は外部に出力信号を出力するための線が
出力端子に接続されるフリップフロップと、
前記前段のソースドライバユニット又は外部から入力さ
れる入力信号に応じて、前記トランジスタ基板のトラン
ジスタのソースに信号を出力するための出力回路とを有
する液晶表示装置。
【請求項８】  複数のドライバユニットがカスケード接
続される液晶表示装置のドライバであって、
前記各ドライバユニットは、
前記前段のドライバユニット又は外部から入力されるク
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ロック信号の線が入力端子に接続され、次段のドライバ
ユニット又は外部にクロック信号を出力するための線が
出力端子に接続されるインバータと、
前記インバータの出力端子がクロック端子に接続され、
前段のドライバユニット又は外部から入力される入力信
号の線が入力端子に接続され、次段のドライバユニット
又は外部に出力信号を出力するための線が出力端子に接
続されるフリップフロップと、
前記前段のドライバユニット又は外部から入力される入
力信号に応じて、液晶表示装置の駆動素子に信号を出力
するための出力回路とを有する液晶表示装置のドライ
バ。
【請求項９】  ゲート、ソース及びドレインを含む複数
のトランジスタを有するトランジスタ基板と、
共通電極を含み、液晶を介して前記トランジスタ基板に
対向して設けられる共通基板と、
前記複数のトランジスタのゲートを駆動するためのゲー
トドライバと、
複数のソースドライバユニットがカスケード接続され、
前記複数のトランジスタのソースを駆動するためのソー
スドライバとを有し、
前記ソースドライバ内の偶数番目のソースドライバユニ
ットは、
前段のソースドライバユニット又は外部から入力される
クロック信号の立ち上がりエッジ又は立ち下がりエッジ
のいずれかのエッジに同期して、前段のソースドライバ
ユニット又は外部から入力される入力信号に応じて、次
段のソースドライバユニット又は外部に出力信号を出力
するためのフリップフロップと、
前記前段のソースドライバユニット又は外部から入力さ
れる入力信号に応じて、前記トランジスタ基板のトラン
ジスタのソースに信号を出力するための出力回路とを有
し、
前記ソースドライバ内の奇数番目のソースドライバユニ
ットは、
前段のソースドライバユニット又は外部から入力される
クロック信号の立ち下がりエッジ又は立ち上がりエッジ
のいずれかのエッジであって、前記偶数番目のソースド
ライバユニットのフリップフロップとは異なるエッジに
同期して、前段のソースドライバユニット又は外部から
入力される入力信号に応じて、次段のソースドライバユ
ニット又は外部に出力信号を出力するためのフリップフ
ロップと、
前記前段のソースドライバユニット又は外部から入力さ
れる入力信号に応じて、前記トランジスタ基板のトラン
ジスタのソースに信号を出力するための出力回路とを有
する液晶表示装置。
【請求項１０】  偶数番目及び奇数番目のドライバユニ
ットが交互にカスケード接続される液晶表示装置のドラ
イバであって、 *
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*前記偶数番目のドライバユニットは、
前段のドライバユニット又は外部から入力されるクロッ
ク信号の立ち上がりエッジ又は立ち下がりエッジのいず
れかのエッジに同期して、前段のドライバユニット又は
外部から入力される入力信号に応じて、次段のドライバ
ユニット又は外部に出力信号を出力するためのフリップ
フロップと、
前記前段のドライバユニット又は外部から入力される入
力信号に応じて、液晶表示装置の駆動素子に信号を出力
するための出力回路とを有し、
前記奇数番目のドライバユニットは、
前段のドライバユニット又は外部から入力されるクロッ
ク信号の立ち下がりエッジ又は立ち上がりエッジのいず
れかのエッジであって、前記偶数番目のドライバユニッ
トのフリップフロップとは異なるエッジに同期して、前
段のドライバユニット又は外部から入力される入力信号
に応じて、次段のドライバユニット又は外部に出力信号
を出力するためのフリップフロップと、
前記前段のドライバユニット又は外部から入力される入
力信号に応じて、液晶表示装置の駆動素子に信号を出力
するための出力回路とを有する液晶表示装置のドライ
バ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、液晶表示装置及び
そのドライバに関し、特に複数のドライバユニットがカ
スケード接続されるドライバに関する。
【０００２】
【従来の技術】パーソナルコンピュータのモニターの省
スペース化に加えて、画素数及び表示サイズの大型化が
望まれている。液晶表示装置は、薄膜トランジスタ（Ｔ
ＦＴ）基板と共通基板とを対向して張り合わせ、その間
に液晶を挟み持つ構造となっている。液晶は、ＴＦＴ基
板の画素電極と共通基板の共通電極との間の電位差に応
じた光の透過量により、階調を持たせる。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】液晶表示装置のドライ
バは、上記のＴＦＴを駆動することにより、上記の階調
表示を行う。この際、複数の信号線上の信号が同時に変
化すると、個々の信号同士の影響が大きくなり、クロス
トークや電磁波障害（ＥＭＩ）に悪い影響を与える。本
発明の目的は、クロストーク及び／又はＥＭＩによる悪
影響を防止するための液晶表示装置及びそのドライバを
提供することである。
【０００４】
【課題を解決するための手段】本発明の一観点によれ
ば、ゲート、ソース及びドレインを含む複数のトランジ
スタを有するトランジスタ基板と、共通電極を含み、液
晶を介してトランジスタ基板に対向して設けられる共通
基板と、複数のトランジスタのゲートを駆動するための
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ゲートドライバと、複数のソースドライバユニットがカ
スケード接続され、複数のトランジスタのソースを駆動
するためのソースドライバとを有する液晶表示装置が提
供される。各ソースドライバユニットは、フリップフロ
ップ、インバータ及び出力回路を有する。フリップフロ
ップは、前段のソースドライバユニット又は外部から入
力されるクロック信号の線がクロック端子に接続され、
前段のソースドライバユニット又は外部から入力される
入力信号の線が入力端子に接続され、次段のソースドラ
イバユニット又は外部に出力信号を出力するための線が
出力端子に接続される。インバータは、前段のソースド
ライバユニット又は外部から入力されるクロック信号の
線が入力端子に接続され、次段のソースドライバユニッ
ト又は外部にクロック信号を出力するための線が出力端
子に接続される。出力回路は、前段のソースドライバユ
ニット又は外部から入力される入力信号に応じて、トラ
ンジスタ基板のトランジスタのソースに信号を出力す
る。
【０００５】インバータは、入力クロック信号を反転し
て、次段のソースドライバユニットに出力する。これに
より、偶数番目のソースドライバユニットと奇数番目の
ソースドライバユニットとでは、クロック信号が反転し
ている。これらの非反転クロック信号と反転クロック信
号は、互いに相殺され、クロストーク及び／又はＥＭＩ
の悪影響を防止することができる。また、偶数番目のソ
ースドライバユニットと奇数番目のソースドライバユニ
ットとでは、フリップフロップが相互に反転したクロッ
ク信号に同期して動作するので、出力信号の変化点が異
なる。これにより、出力信号の時間的変化点が分散さ
れ、クロストーク及び／又はＥＭＩの悪影響を防止する
ことができる。
【０００６】
【発明の実施の形態】（第１の実施形態）図１は、本発
明の第１の実施形態による液晶表示装置の構成を示す図
である。薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）基板１０１は、２
次元マトリクス状に配列された複数のｎチャネルＭＯＳ
トランジスタ１１１を有する。各トランジスタは、ゲー
ト、ソース及びドレインを有する。共通基板１０２は、
基板全面に形成される共通電極を含み、液晶を介してＴ
ＦＴ基板１０１に対向して設けられる。共通電極は、グ
ランド電位に接続される。トランジスタ１１１は、ゲー
トがゲートドライバ１０４に接続され、ソースがソース
ドライバユニット１０７ａ等に接続され、ドレインが画
素電極１１２に接続される。画素電極１１２及び共通基
板１０２の共通電極間の電位差に応じて、液晶の光の透
過量が変化し、階調表示を行うことができる。タイミン
グコントローラ１０３は、ゲートドライバ１０４にゲー
トクロック信号及びゲートスタートパルス等を供給す
る。ゲートドライバ１０４は、ゲートクロック信号等に
応じて、トランジスタ１１１のゲートを駆動する。
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【０００７】ソースドライバは、複数のソースドライバ
ユニット１０７ａ，１０７ｂ，・・・，１０７ｚが配線
１０８でカスケード接続され、複数のトランジスタ（駆
動素子）１１１のソースを駆動する。ソースドライバユ
ニット１０７ａ，１０７ｂ，・・・，１０７ｚは、同じ
構成を有し、それぞれＴＡＢ(tape automated bonding)
１０６ａ，１０６ｂ，・・・，１０６ｚ上に形成され
る。プリント基板１０５は、タイミングコントローラ１
０３及びＴＡＢ１０７ａ間の配線１０８、並びに複数の
ソースドライバユニット１０７ａ～１０７ｚ間をカスケ
ード接続するための配線１０８を形成するための基板で
ある。
【０００８】以下、ＴＡＢ１０６ａ，１０６ｂ，・・
・，１０６ｚのすべて又は個々をＴＡＢ１０６と呼ぶ。
また、ソースドライバユニット１０７ａ，１０７ｂ，・
・・，１０７ｚの個々をソースドライバユニット１０７
と呼ぶ。
【０００９】タイミングコントローラ１０３は、配線１
０８を介して、複数のソースドライバユニット１０７
に、クロック信号、表示データ及び制御信号を供給す
る。各ソースドライバユニット１０７は、入力信号をタ
イミング調整して、次段のソースドライバユニット１０
７に出力する。また、各ソースドライバユニット１０７
は、上記の入力信号を基に、それぞれ例えば３８４個の
トランジスタ１１１のソースを駆動する。
【００１０】図２は、各ソースドライバユニット１０７
の構成を示す。シフトレジスタ部２０１は、タイミング
コントローラ１０３又は前段のソースドライバユニット
１０７からカスケード信号ＩＣＤ及びクロック信号ＩＣ
ＬＫを入力し、カスケード信号ＩＣＤをシフトさせ、格
納タイミングパルスをデータレジスタ部２０２に供給す
る。データレジスタ部２０２は、タイミングコントロー
ラ１０３又は前段のソースドライバユニット１０７から
赤色表示データＩＲＤＴ、緑色表示データＩＧＤＴ及び
青色表示データＩＢＤＴを入力し、上記の格納タイミン
グパルスに応じて、表示データＩＲＤＴ，ＩＧＤＴ，Ｉ
ＢＤＴを格納する。トランジスタ１１１（図１）は、図
の水平方向に例えば赤、緑及び青用のトランジスタの順
で繰り返し配列される。それに対応し、データレジスタ
部２０２内のレジスタも、赤、緑及び青用のレジスタの
順で繰り返し配列される。図の左側のレジスタから右側
のレジスタに向かって、レジスタは順に表示データを格
納する。格納が終了すると、カスケード信号ＩＣＤがシ
フトされたカスケード信号ＯＣＤが次段のソースドライ
バユニット１０７に出力され、次段のソースドライバユ
ニット１０７において表示データが順次格納される。な
お、表示データＯＲＤＴ，ＯＧＤＴ，ＯＢＤＴは、表示
データＩＲＤＴ，ＩＧＤＴ，ＩＢＤＴがタイミング調整
されたものであり、次段のソースドライバユニット１０
７に供給される。なお、データレジスタ部２０２には、
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7
データ反転信号ＩＩＮＶも入力される。
【００１１】すべてのソースドライバユニット１０７の
データレジスタ部２０２が表示データＩＲＤＴ等を格納
し終わると、ラッチ部２０３は、タイミングコントロー
ラ１０３又は前段のソースドライバユニット１０７から
ラッチパルスＬＰを入力し、データレジスタ部２０２に
格納された表示データＩＲＤＴ等をラッチする。レベル
シフト部２０４は、ラッチ部２０３がラッチした例えば
８ビットの表示データＩＲＤＴ等を階調データに変換す
る。
【００１２】Ｄ／Ａコンバータ部２０５は、タイミング
コントローラ１０３又は前段のソースドライバユニット
１０７から極性反転信号ＩＰＯＬ及び基準電源Ｖａを入
力し、基準電源Ｖａを基に、レベルシフト部２０４が出
力したデジタル形式の階調データをアナログ形式に変換
する。また、Ｄ／Ａコンバータ部２０５は、極性反転信
号ＩＰＯＬに応じて、正電位又は負電位の階調データの
いずれを出力する。図１において、共通基板１０２の共
通電極はグランド電位であり、トランジスタ１１１のソ
ースに正電位の階調データと負電位の階調データがフレ
ーム又はフィールド毎に交互に供給される。これによ
り、液晶の寿命を長期化することができる。出力部２０
６は、オペアンプを有し、Ｄ／Ａコンバータ部２０５が
出力する階調データを増幅して、図１のトランジスタ１
１１のソースに出力する。
【００１３】次に、タイミング調整回路２１０ａ～２０
１ｆについて説明する。タイミング調整回路２１０ａ
は、クロック信号ＩＣＬＫのタイミングを調整してクロ
ック信号ＯＣＬＫを出力すると共に、シフトレジスタ部
２０１がカスケード信号ＩＣＤをシフトした信号をタイ
ミング調整してカスケード信号ＯＣＤとして出力する。
カスケード信号ＯＣＤ及びクロック信号ＯＣＬＫは、次
段のソースドライバユニット１０７にカスケード信号Ｉ
ＣＤ及びクロック信号ＩＣＬＫとして入力される。
【００１４】タイミング調整回路２１０ｂ，２１０ｃ，
２１０ｄは、クロック信号ＩＣＬＫに同期して、それぞ
れ表示データＩＲＤＴ，ＩＧＤＴ，ＩＢＤＴをタイミン
グ調整して表示データＯＲＤＴ，ＯＧＤＴ，ＯＢＤＴと
して出力する。なお、クロック信号ＯＣＬＫは、タイミ
ング調整回路２１０ａが出力する代わりに、タイミング
調整回路２１０ｂ等が出力するようにしてもよい。表示
データＯＲＤＴ，ＯＧＤＴ，ＯＢＤＴは、次段のソース
ドライバユニット１０７に表示データＩＲＤＴ，ＩＧＤ
Ｔ，ＩＢＤＴとして入力される。また、タイミング調整
回路２１０ｄは、表示データＯＢＤＴの他、クロック信
号ＩＣＬＫに同期して、データ反転信号ＩＩＮＶをタイ
ミング調整してデータ反転信号ＯＩＮＶとして出力する
ようにしてもよいし、別のタイミング調整回路がデータ
反転信号ＯＩＮＶを出力するようにしてもよい。
【００１５】同様に、タイミング調整回路２０１ｅ及び
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２１０ｆは、それぞれクロック信号ＩＣＬＫに同期し
て、ラッチパルスＩＬＰ及び極性反転信号ＩＰＯＬをタ
イミング調整してラッチパルスＯＬＰ及び極性反転信号
ＯＰＯＬとして出力する。ラッチパルスＯＬＰ及び極性
反転信号ＯＰＯＬは、それぞれ次段のソースドライバユ
ニット１０７にラッチパルスＩＬＰ及び極性反転信号Ｉ
ＰＯＬとして入力される。
【００１６】以上のように、タイミング調整回路２１０
ａ～２１０ｆは、クロック信号ＩＣＬＫに同期して、表
示データ又は制御信号をタイミング調整して、次段のソ
ースドライバユニット１０７に出力する。ここで、制御
信号は、上記のカスケード信号ＩＣＤ、ラッチパルスＩ
ＬＰ、データ反転信号ＩＩＮＶ及び極性反転信号ＩＰＯ
Ｌを含む。また、タイミング調整回路２１０ａ～２１０
ｆのうちのいずれか１つがクロック信号ＯＣＬＫを出力
するようにすればよい。タイミング調整回路２１０ａ～
２１０ｆは、すべて同じ回路構成であるので、タイミン
グ調整回路２１０ｂを例として以下説明する。この際、
タイミング調整回路２１０ｂは、表示データＯＲＤＴの
他に、クロック信号ＯＣＬＫを出力するものとして説明
する。
【００１７】図３（Ａ）は、タイミング調整回路２１０
ｂの構成例を示す。Ｄ型フリップフロップ３０１は、ク
ロック端子ＣＬＫにクロック信号ＩＣＬＫの線が接続さ
れ、入力端子Ｄに入力信号（表示データ）ＩＲＤＴの線
が接続され、出力端子Ｑに出力信号（表示データ）ＯＲ
ＤＴを出力するための線が接続される。インバータ３０
２は、入力端子にクロック信号ＩＣＬＫの線が接続さ
れ、出力端子にクロック信号ＯＣＬＫを出力するための
線が接続される。
【００１８】図４は、図３（Ａ）の動作を説明するため
のタイミングチャートである。フリップフロップ３０１
は、クロック信号ＩＣＬＫの立ち下がりエッジに同期し
て、入力信号ＩＲＤＴを出力信号ＯＲＤＴとして出力す
る。インバータ３０２は、クロック信号ＩＣＬＫを論理
反転（位相反転）してクロック信号ＯＣＬＫを出力す
る。この結果、クロック信号ＩＣＬＫ及びＯＣＬＫは、
互いに位相が反転しているので、クロストーク及びＥＭ
Ｉの作用を打ち消しあう。また、信号ＩＲＤＴ及びＯＲ
ＤＴは、変化点が時間的にずれているので、クロストー
ク及びＥＭＩのピークを時間的に分散させ、緩和させる
ことができる。以上の作用により、全体としてクロスト
ーク及びＥＭＩによる悪影響を防止することができる。
【００１９】図５は、図３（Ａ）のインバータ３０２が
ないときのタイミングチャートであり、図４と比較しな
がら説明する。実際には、インバータ３０２をなくす
か、インバータ３０２の代わりにバッファを設けること
が考えられる。なお、図の簡明化のため、フリップフロ
ップが立ち上がりエッジに同期して動作する場合を例に
説明するが、立ち下がりエッジに同期する場合も同様で
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ある。この場合、クロック信号ＯＣＬＫがクロック信号
ＩＣＬＫと同じ位相になる。また、信号ＩＲＤＴ及びＯ
ＲＤＴは、変化点が同じになる。この結果、クロック信
号ＩＣＬＫ及びＯＣＬＫは、互いに位相が同じであるの
で、その立ち上がりエッジ及び立ち下がりエッジにてク
ロストーク及びＥＭＩのピークが増大してしまう。ま
た、信号ＩＲＤＴ及びＯＲＤＴは、変化点が同じになる
ので、その変化点にてクロストーク及びＥＭＩのピーク
が増大してしまう。
【００２０】本実施形態によれば、インバータ３０２を
設けることにより、図４に示すように、クロック信号Ｉ
ＣＬＫ及びＯＣＬＫの位相が反転し、信号ＩＲＤＴ及び
ＯＲＤＴの変化点がずれるので、クロストーク及びＥＭ
Ｉを防止することができる。
【００２１】図３（Ｂ）は、タイミング調整回路２１０
ｂの他の構成例を示す。ここでは、図３（Ａ）のインバ
ータ３０２の代わりに、インバータ３０３を接続する。
インバータ３０３は、入力端子にクロック信号ＩＣＬＫ
の線が接続され、出力端子にクロック信号ＯＣＬＫを出
力するための線が接続される。フリップフロップ３０１
は、クロック端子ＣＬＫにインバータ３０３の出力端子
が接続され、入力端子Ｄに入力信号ＩＲＤＴの線が接続
され、出力端子Ｑに出力信号ＯＲＤＴを出力するための
線が接続される。図３（Ａ）の回路はインバータ３０２
が出力段に設けられるのに対し、図３（Ｂ）の回路はイ
ンバータ３０３が入力段に設けれる。図３（Ｂ）の回路
の動作は、図４と同じである。
【００２２】図３（Ｃ）は、タイミング調整回路２１０
ｂのさらに他の構成例を示す。この回路は、図３（Ａ）
の回路にバッファ３０４を設けたものである。バッファ
３０４は、入力端子にフリップフロップ３０１の出力端
子Ｑが接続され、出力端子に出力信号ＯＲＤＴを出力す
るための線が接続される。バッファ３０４は、インバー
タ３０２に対応し、出力信号ＯＲＤＴの遅延時間を調整
するためのものである。なお、同様に、図３（Ｂ）の回
路にバッファ３０４を追加してもよい。
【００２３】（第２の実施形態）本発明の第２の実施形
態による液晶表示装置は、図１及び図２に示す構成と基
本的に同じであり、タイミング調整回路２１０ａ～２１
０ｆの内部構成のみが異なる。以下、タイミング調整回
路２１０ｂを例に説明する。
【００２４】図６（Ａ）は、本実施形態によるタイミン
グ調整回路２１０ｂの構成例を示す。この回路は、図３
（Ａ）の回路にバッファ６０１を追加したものである。
バッファ６０１は、入力端子にクロック信号ＩＣＬＫの
線が接続され、出力端子にクロック信号ＢＣＬＫの線が
接続される。バッファ６０１は、クロック信号ＩＣＬＫ
を増幅してクロック信号ＢＣＬＫとして出力する。
【００２５】図７に示すように、入力クロック信号ＩＣ
ＫＬを基準にすると、クロック信号ＯＣＬＫは反転クロ
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ック信号であり、クロック信号ＢＣＬＫは非反転クロッ
ク信号である。クロック信号ＯＣＬＫ及びＢＣＬＫは、
互いに位相が反転した信号である。クロック信号ＯＣＬ
Ｋ及びＢＣＬＫの線を互いに近接して図１のＴＡＢ１０
６及びプリント基板１０５上に配線することにより、両
者のクロストーク及びＥＭＩによる作用が打ち消しあ
い、クロストーク及びＥＭＩによる悪影響をより一層防
止することができる。なお、クロック信号ＢＣＬＫは、
ダミー線であり、回路動作には使用されない。
【００２６】次段のソースドライバユニット１０７のフ
リップフロップ３０１のクロック端子ＣＬＫには、前段
のソースドライバユニット１０７のクロック信号ＯＣＬ
Ｋの線が接続される。なお、クロック信号ＢＣＬＫは、
クロック信号ＯＣＬＫに対して位相反転していればよい
ので、バッファ６０１は必ずしも必要ではない。その場
合、信号ＩＣＬＫの線は、信号ＢＣＬＫの線に直接接続
される。
【００２７】図６（Ｂ）は、本実施形態によるタイミン
グ調整回路２１０ｂの他の構成例を示す。この回路は、
図６（Ａ）と同様に、図３（Ｂ）の回路にバッファ６０
２を設けたものである。バッファ６０２は、入力端子に
クロック信号ＩＣＬＫの線が接続され、出力端子にクロ
ック信号ＢＣＬＫの線が接続される。バッファ６０２
は、クロック信号ＩＣＬＫを増幅してクロック信号ＢＣ
ＬＫとして出力する。この回路の動作は、図７のタイミ
ングチャートと同じである。クロック信号ＯＣＬＫ及び
ＢＣＬＫが互いに位相が反転しているので、クロストー
ク及びＥＭＩによる悪影響をより一層防止することがで
きる。
【００２８】（第３の実施形態）本発明の第３の実施形
態による液晶表示装置は、図１及び図２に示す構成と基
本的に同じであり、タイミング調整回路２１０ａ～２１
０ｆの内部構成のみが異なる。以下、タイミング調整回
路２１０ｂを例に説明する。
【００２９】図８（Ａ）及び（Ｂ）は、本実施形態によ
るタイミング調整回路２１０ｂの構成例を示す。ソース
ドライバのうち、偶数番目のソースドライバユニット１
０７は図８（Ａ）の構成を有し、奇数番目のソースドラ
イバユニット１０７は図８（Ｂ）の構成を有する。
【００３０】まず、図８（Ａ）の偶数番目のソースドラ
イバユニット１０７のタイミング調整回路２１０ｂの構
成例を説明する。フリップフロップ８０１は、クロック
端子ＣＬＫにクロック信号ＩＣＬＫの線が接続され、入
力端子Ｄに入力信号ＩＲＤＴの線が接続され、出力端子
Ｑに出力信号ＯＲＤＴの線が接続される。ここで、フリ
ップフロップ８０１は、クロック端子ＣＬＫに入力され
るクロック信号ＩＣＬＫの立ち下がりに同期して動作す
る。バッファ８０２は、入力端子にクロック信号ＩＣＬ
Ｋの線が接続され、出力端子にクロック信号ＯＣＬＫの
線が接続される。
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【００３１】図９（Ａ）は、図８（Ａ）の回路の動作を
説明するためのタイミングチャートである。フリップフ
ロップ８０１は、クロック信号ＩＣＬＫの立ち下がりエ
ッジに同期して、入力信号ＩＲＤＴを出力信号ＯＲＤＴ
として出力する。バッファ８０２は、クロック信号ＩＣ
ＬＫを同相で増幅してクロック信号ＯＣＬＫとして出力
する。
【００３２】次に、図８（Ｂ）の奇数番目のソースドラ
イバユニット１０７のタイミング調整回路２１０ｂの構
成例を説明する。図８（Ｂ）の回路は、図８（Ａ）のフ
リップフロップ８０１の代わりにフリップフロップ８０
３を設けたものである。フリップフロップフロップ８０
３は、クロック端子ＣＬＫに入力されるクロック信号Ｉ
ＣＬＫの立ち上がりエッジに同期して動作する。
【００３３】図９（Ｂ）は、図８（Ｂ）の回路の動作を
説明するためのタイミングチャートである。フリップフ
ロップ８０３は、クロック信号ＩＣＬＫの立ち上がりエ
ッジに同期して、入力信号ＩＲＤＴを出力信号ＯＲＤＴ
として出力する。バッファ８０２は、クロック信号ＩＣ
ＬＫを同相で増幅してクロック信号ＯＣＬＫとして出力
する。
【００３４】偶数番目のソースドライバユニット１０７
と奇数番目のソースドライバユニット１０７とは交互に
カスケード接続される。図８（Ａ）の偶数番目の回路は
図９（Ａ）に示すようにクロック信号ＩＣＬＫの立ち下
がりエッジに同期して動作し、図８（Ｂ）の奇数番目の
回路は図９（Ｂ）に示すようにクロック信号ＩＣＬＫの
立ち上がりエッジに同期して動作する。その結果、偶数
番目の回路の出力信号ＯＲＤＴ（図９（Ａ））と奇数番
目の回路の出力信号ＯＲＤＴ（図９（Ｂ））とは変化点
がずれる。これにより、クロストーク及びＥＭＩのピー
クが分散され、クロストーク及びＥＭＩによる悪影響を
防止することができる。
【００３５】なお、図８（Ａ）及び（Ｂ）に示すよう
に、図３（Ｃ）と同様に、出力信号ＯＲＤＴの遅延時間
を調整するためのバッファ８０４を設けても良い。バッ
ファ８０４は、入力端子にフリップフロップ８０１及び
８０３の出力端子Ｑが接続され、出力端子に出力信号Ｏ
ＲＤＴの線が接続される。また、バッファ８０２及び８
０４の双方を削除してもよい。その場合、クロック信号
ＩＣＬＫの線は、クロック信号ＯＣＬＫの線に直接接続
される。また、図８（Ａ）の偶数番目の回路のフリップ
フロップ８０１がクロック信号ＩＣＬＫの立ち上がりに
同期して動作し、図８（Ｂ）の奇数番目の回路のフリッ
プフロップ８０３がクロック信号ＩＣＬＫの立ち下がり
に同期して動作するようにしてもよい。両者のフリップ
フロップが異なる方向のエッジに同期して動作すればよ
い。
【００３６】ソースドライバユニット１０７をＴＡＢ１
０６上に形成する場合は、すべてのソースドライバユニ

12
ット１０７を同じ構成にする必要がある。そこで、図８
（Ａ）の回路と図８（Ｂ）の回路とを切り替えるための
ピンを設ける。ピンの位置に応じてハイレベル又はロー
ベルの制御信号が供給され、その制御信号に応じて図８
（Ａ）の回路又は図８（Ｂ）の回路に切り替えるように
すればよい。具体的には、制御信号に応じて、フリップ
フロップが立ち上がりエッジ又は立ち下がりエッジのい
ずれかに同期して動作するように切り替わる。なお、ソ
ースドライバユニット１０７をＴＡＢ１０６上に形成す
る場合に限定されない。ＣＯＧ(chip onglass)により、
図１のＴＦＴ基板１０１上に、ソースドライバユニット
１０７を形成してもよい。ソースドライバユニット１０
７は半導体チップであり、ＴＦＴ基板はガラス基板であ
る。
【００３７】以上のように、第１及び第２の実施形態に
よれば、インバータが、入力クロック信号ＩＣＬＫを反
転して、次段のソースドライバユニットに出力クロック
信号ＯＣＬＫとして出力する。これにより、偶数番目の
ソースドライバユニットと奇数番目のソースドライバユ
ニットとでは、クロック信号が反転している。これらの
非反転クロック信号と反転クロック信号は、互いに相殺
され、クロストーク及び／又はＥＭＩの悪影響を防止す
ることができる。また、偶数番目のソースドライバユニ
ットと奇数番目のソースドライバユニットとでは、出力
信号ＯＲＤＴの時間的変化点が異なる。これにより、出
力信号の変化点が時間的に分散され、クロストーク及び
／又はＥＭＩの悪影響を防止することができる。
【００３８】第３の実施形態によれば、偶数番目のソー
スドライバユニットはクロック信号ＩＣＬＫの立ち下が
りエッジ又は立ち上がりエッジのいずれかに同期して動
作し、奇数番目のソースドライバユニットはそれとは異
なるクロック信号ＩＣＬＫの立ち上がりエッジ又は立ち
下がりエッジのいずれかに同期して動作する。その結
果、偶数番目及び奇数番目のソースドライバユニットの
出力信号ＯＲＤＴは互いに変化点がずれる。これによ
り、クロストーク及びＥＭＩのピークが分散され、クロ
ストーク及びＥＭＩによる悪影響を防止することができ
る。
【００３９】上記実施形態は、何れも本発明を実施する
にあたっての具体化の例を示したものに過ぎず、これら
によって本発明の技術的範囲が限定的に解釈されてはな
らないものである。すなわち、本発明はその技術思想、
またはその主要な特徴から逸脱することなく、様々な形
で実施することができる。
【００４０】本発明の実施形態は、例えば以下のように
種々の適用が可能である。
（付記１）ゲート、ソース及びドレインを含む複数のト
ランジスタを有するトランジスタ基板と、共通電極を含
み、液晶を介して前記トランジスタ基板に対向して設け
られる共通基板と、前記複数のトランジスタのゲートを
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駆動するためのゲートドライバと、複数のソースドライ
バユニットがカスケード接続され、前記複数のトランジ
スタのソースを駆動するためのソースドライバとを有
し、前記各ソースドライバユニットは、前段のソースド
ライバユニット又は外部から入力されるクロック信号の
線がクロック端子に接続され、前段のソースドライバユ
ニット又は外部から入力される入力信号の線が入力端子
に接続され、次段のソースドライバユニット又は外部に
出力信号を出力するための線が出力端子に接続されるフ
リップフロップと、前記前段のソースドライバユニット
又は外部から入力されるクロック信号の線が入力端子に
接続され、次段のソースドライバユニット又は外部にク
ロック信号を出力するための線が出力端子に接続される
インバータと、前記前段のソースドライバユニット又は
外部から入力される入力信号に応じて、前記トランジス
タ基板のトランジスタのソースに信号を出力するための
出力回路とを有する液晶表示装置。
（付記２）さらに、前記フリップフロップの出力端子が
入力端子に接続され、次段のソースドライバユニット又
は外部に出力信号を出力するための線が出力端子に接続
される遅延時間調整のためのバッファを有する付記１記
載の液晶表示装置。
（付記３）さらに、前記インバータが出力する反転クロ
ック信号を次段のソースドライバユニット又は外部に出
力するための第１の出力線と、前記前段のソースドライ
バユニット又は外部から入力するクロック信号の非反転
クロック信号を次段のソースドライバユニット又は外部
に出力するための第２の出力線とを有し、前記フリップ
フロップは、前段のソースドライバユニットの第１の出
力線又は外部から入力されるクロック信号の線がクロッ
ク端子に接続される付記１記載の液晶表示装置。
（付記４）前記フリップフロップの入力端子には表示デ
ータ又は制御信号が入力される付記１記載の液晶表示装
置。
（付記５）複数のドライバユニットがカスケード接続さ
れる液晶表示装置のドライバであって、前記各ドライバ
ユニットは、前段のドライバユニット又は外部から入力
されるクロック信号の線がクロック端子に接続され、前
段のドライバユニット又は外部から入力される入力信号
の線が入力端子に接続され、次段のドライバユニット又
は外部に出力信号を出力するための線が出力端子に接続
されるフリップフロップと、前記前段のドライバユニッ
ト又は外部から入力されるクロック信号の線が入力端子
に接続され、次段のドライバユニット又は外部にクロッ
ク信号を出力するための線が出力端子に接続されるイン
バータと、前記前段のドライバユニット又は外部から入
力される入力信号に応じて、液晶表示装置の駆動素子に
信号を出力するための出力回路とを有する液晶表示装置
のドライバ。
（付記６）さらに、前記フリップフロップの出力端子が
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入力端子に接続され、次段のドライバユニット又は外部
に出力信号を出力するための線が出力端子に接続される
遅延時間調整のためのバッファを有する付記５記載の液
晶表示装置のドライバ。
（付記７）さらに、前記インバータが出力する反転クロ
ック信号を次段のドライバユニット又は外部に出力する
ための第１の出力線と、前記前段のドライバユニット又
は外部から入力するクロック信号の非反転クロック信号
を次段のドライバユニット又は外部に出力するための第
２の出力線とを有し、前記フリップフロップは、前段の
ドライバユニットの第１の出力線又は外部から入力され
るクロック信号の線がクロック端子に接続される付記５
記載の液晶表示装置のドライバ。
（付記８）前記フリップフロップの入力端子には表示デ
ータ又は制御信号が入力される付記５記載の液晶表示装
置のドライバ。
（付記９）ゲート、ソース及びドレインを含む複数のト
ランジスタを有するトランジスタ基板と、共通電極を含
み、液晶を介して前記トランジスタ基板に対向して設け
られる共通基板と、前記複数のトランジスタのゲートを
駆動するためのゲートドライバと、複数のソースドライ
バユニットがカスケード接続され、前記複数のトランジ
スタのソースを駆動するためのソースドライバとを有
し、前記各ソースドライバユニットは、前記前段のソー
スドライバユニット又は外部から入力されるクロック信
号の線が入力端子に接続され、次段のソースドライバユ
ニット又は外部にクロック信号を出力するための線が出
力端子に接続されるインバータと、前記インバータの出
力端子がクロック端子に接続され、前段のソースドライ
バユニット又は外部から入力される入力信号の線が入力
端子に接続され、次段のソースドライバユニット又は外
部に出力信号を出力するための線が出力端子に接続され
るフリップフロップと、前記前段のソースドライバユニ
ット又は外部から入力される入力信号に応じて、前記ト
ランジスタ基板のトランジスタのソースに信号を出力す
るための出力回路とを有する液晶表示装置。
（付記１０）さらに、前記フリップフロップの出力端子
が入力端子に接続され、次段のソースドライバユニット
又は外部に出力信号を出力するための線が出力端子に接
続される遅延時間調整のためのバッファを有する付記９
記載の液晶表示装置。
（付記１１）さらに、前記インバータが出力する反転ク
ロック信号を次段のソースドライバユニット又は外部に
出力するための第１の出力線と、前記前段のソースドラ
イバユニット又は外部から入力するクロック信号の非反
転クロック信号を次段のソースドライバユニット又は外
部に出力するための第２の出力線とを有し、前記フリッ
プフロップは、前段のソースドライバユニットの第１の
出力線又は外部から入力されるクロック信号の線がクロ
ック端子に接続される付記９記載の液晶表示装置。
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（付記１２）前記フリップフロップの入力端子には表示
データ又は制御信号が入力される付記９記載の液晶表示
装置。
（付記１３）複数のドライバユニットがカスケード接続
される液晶表示装置のドライバであって、前記各ドライ
バユニットは、前記前段のドライバユニット又は外部か
ら入力されるクロック信号の線が入力端子に接続され、
次段のドライバユニット又は外部にクロック信号を出力
するための線が出力端子に接続されるインバータと、前
記インバータの出力端子がクロック端子に接続され、前
段のドライバユニット又は外部から入力される入力信号
の線が入力端子に接続され、次段のドライバユニット又
は外部に出力信号を出力するための線が出力端子に接続
されるフリップフロップと、前記前段のドライバユニッ
ト又は外部から入力される入力信号に応じて、液晶表示
装置の駆動素子に信号を出力するための出力回路とを有
する液晶表示装置のドライバ。
（付記１４）さらに、前記フリップフロップの出力端子
が入力端子に接続され、次段のドライバユニット又は外
部に出力信号を出力するための線が出力端子に接続され
る遅延時間調整のためのバッファを有する付記１３記載
の液晶表示装置のドライバ。
（付記１５）さらに、前記インバータが出力する反転ク
ロック信号を次段のドライバユニット又は外部に出力す
るための第１の出力線と、前記前段のドライバユニット
又は外部から入力するクロック信号の非反転クロック信
号を次段のドライバユニット又は外部に出力するための
第２の出力線とを有し、前記フリップフロップは、前段
のドライバユニットの第１の出力線又は外部から入力さ
れるクロック信号の線がクロック端子に接続される付記
１３記載の液晶表示装置のドライバ。
（付記１６）前記フリップフロップの入力端子には表示
データ又は制御信号が入力される付記１３記載の液晶表
示装置のドライバ。
（付記１７）ゲート、ソース及びドレインを含む複数の
トランジスタを有するトランジスタ基板と、共通電極を
含み、液晶を介して前記トランジスタ基板に対向して設
けられる共通基板と、前記複数のトランジスタのゲート
を駆動するためのゲートドライバと、複数のソースドラ
イバユニットがカスケード接続され、前記複数のトラン
ジスタのソースを駆動するためのソースドライバとを有
し、前記ソースドライバ内の偶数番目のソースドライバ
ユニットは、前段のソースドライバユニット又は外部か
ら入力されるクロック信号の立ち上がりエッジ又は立ち
下がりエッジのいずれかのエッジに同期して、前段のソ
ースドライバユニット又は外部から入力される入力信号
に応じて、次段のソースドライバユニット又は外部に出
力信号を出力するためのフリップフロップと、前記前段
のソースドライバユニット又は外部から入力される入力
信号に応じて、前記トランジスタ基板のトランジスタの
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ソースに信号を出力するための出力回路とを有し、前記
ソースドライバ内の奇数番目のソースドライバユニット
は、前段のソースドライバユニット又は外部から入力さ
れるクロック信号の立ち下がりエッジ又は立ち上がりエ
ッジのいずれかのエッジであって、前記偶数番目のソー
スドライバユニットのフリップフロップとは異なるエッ
ジに同期して、前段のソースドライバユニット又は外部
から入力される入力信号に応じて、次段のソースドライ
バユニット又は外部に出力信号を出力するためのフリッ
プフロップと、前記前段のソースドライバユニット又は
外部から入力される入力信号に応じて、前記トランジス
タ基板のトランジスタのソースに信号を出力するための
出力回路とを有する液晶表示装置。
（付記１８）さらに、前記前段のソースドライバユニッ
ト又は外部から入力するクロック信号の線が入力端子に
接続され、次段のソースドライバユニット又は外部にク
ロック信号を出力するための線が出力端子に接続される
増幅用バッファを有する付記１７記載の液晶表示装置。
（付記１９）さらに、前記フリップフロップの出力端子
が入力端子に接続され、次段のソースドライバユニット
又は外部に出力信号を出力するための線が出力端子に接
続される遅延時間調整用バッファを有する付記１８記載
の液晶表示装置。
（付記２０）前記フリップフロップの入力端子には表示
データ又は制御信号が入力される付記１７記載の液晶表
示装置。
（付記２１）偶数番目及び奇数番目のドライバユニット
が交互にカスケード接続される液晶表示装置のドライバ
であって、前記偶数番目のドライバユニットは、前段の
ドライバユニット又は外部から入力されるクロック信号
の立ち上がりエッジ又は立ち下がりエッジのいずれかの
エッジに同期して、前段のドライバユニット又は外部か
ら入力される入力信号に応じて、次段のドライバユニッ
ト又は外部に出力信号を出力するためのフリップフロッ
プと、前記前段のドライバユニット又は外部から入力さ
れる入力信号に応じて、液晶表示装置の駆動素子に信号
を出力するための出力回路とを有し、前記奇数番目のド
ライバユニットは、前段のドライバユニット又は外部か
ら入力されるクロック信号の立ち下がりエッジ又は立ち
上がりエッジのいずれかのエッジであって、前記偶数番
目のドライバユニットのフリップフロップとは異なるエ
ッジに同期して、前段のドライバユニット又は外部から
入力される入力信号に応じて、次段のドライバユニット
又は外部に出力信号を出力するためのフリップフロップ
と、前記前段のドライバユニット又は外部から入力され
る入力信号に応じて、液晶表示装置の駆動素子に信号を
出力するための出力回路とを有する液晶表示装置のドラ
イバ。
（付記２２）さらに、前記前段のドライバユニット又は
外部から入力するクロック信号の線が入力端子に接続さ
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れ、次段のドライバユニット又は外部にクロック信号を
出力するための線が出力端子に接続される増幅用バッフ
ァを有する付記２１記載の液晶表示装置のドライバ。
（付記２３）さらに、前記フリップフロップの出力端子
が入力端子に接続され、次段のドライバユニット又は外
部に出力信号を出力するための線が出力端子に接続され
る遅延時間調整のためのバッファを有する付記２２記載
の液晶表示装置のドライバ。
（付記２４）前記フリップフロップの入力端子には表示
データ又は制御信号が入力される付記２１記載の液晶表
示装置のドライバ。
【００４１】
【発明の効果】以上説明したように、インバータは、入
力クロック信号を反転して、次段のソースドライバユニ
ットに出力する。これにより、偶数番目のソースドライ
バユニットと奇数番目のソースドライバユニットとで
は、クロック信号が反転している。これらの非反転クロ
ック信号と反転クロック信号は、互いに相殺され、クロ
ストーク及び／又はＥＭＩの悪影響を防止することがで
きる。また、偶数番目のソースドライバユニットと奇数
番目のソースドライバユニットとでは、フリップフロッ
プが相互に反転したクロック信号に同期して動作するの
で、出力信号の変化点が異なる。これにより、出力信号
の時間的変化点が分散され、クロストーク及び／又はＥ
ＭＩの悪影響を防止することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施形態による液晶表示装置の
構成を示すブロック図である。
【図２】ソースドライバユニットの構成を示すブロック
図である。
【図３】図３（Ａ）～（Ｃ）は第１の実施形態によるタ
イミング調整回路の構成例を示す回路図である。
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【図４】図３（Ａ）のタイミング調整回路の動作を説明
するためのタイミングチャートである。
【図５】図３（Ａ）のタイミング調整回路の効果を説明
するための参考タイミングチャートである。
【図６】図６（Ａ）及び（Ｂ）は本発明の第２の実施形
態によるタイミング調整回路の構成例を示す回路図であ
る。
【図７】図６（Ａ）のタイミング調整回路の動作を説明
するためのタイミングチャートである。
【図８】図８（Ａ）及び（Ｂ）は本発明の第３の実施形
態によるタイミング調整回路の構成例を示す回路図であ
る。
【図９】図９（Ａ）及び（Ｂ）は図８（Ａ）及び（Ｂ）
のタイミング調整回路の動作を説明するためのタイミン
グチャートである。
【符号の説明】
１０１  ＴＦＴ基板
１０２  共通基板
１０３  タイミングコントローラ
１０４  ゲートドライバ
１０５  プリント基板
１０６ａ～１０６ｚ  ＴＡＢ
１０７ａ～１０７ｚ  ソースドライバユニット
１０８  配線
１１１  ＭＯＳトランジスタ
１１２  画素電極
２０１  シフトレジスタ部
２０２  データレジスタ部
２０３  ラッチ部
２０４  レベルシフト部
２０５  Ｄ／Ａコンバータ部
２０６  出力部

【図１】 【図４】
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【図２】 【図３】

【図５】

【図６】

【図７】
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【図８】 【図９】
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